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鴨志田啓介／プロフィール

1985年生まれ 38歳家族 妻と娘（７歳・小学生）

玉川大学卒・東日本大震災ボランティア活動

衆議院議員公設第１秘書

平成31年横浜市会議員選挙初当選（１位当選）

自民党横浜市連広報副委員長・自民党横浜市緑区連合支部幹事長 

若手デジタル政策推進会事務局長・新型コロナウイルス対策本部委員

カーボンニュートラルアドバイザー・再生可能エネルギーPT委員

横浜青年会議所・自衛隊市ヶ尾募集相談員

好きな言葉：「義を見てせざるは勇無きなり」

好きな食べ物：プリン、クレープ、麻婆豆腐

趣味：囲碁、ゴルフ、相撲、筋トレ、サウナ、等

・公認

横浜市会議員候補

今期の議会質問、横浜市会議員

最多の585分！
圧倒的な仕事量・提言で

市政改革を断行します！

未来は
「あなたと創る」

鴨志田 啓介鴨志田 啓介38 才

証 紙

現役子育て

その他1期4年の実績・政策はウェブで
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これまでの実績
● 全ての人が安心して最後まで暮せる街にする
● 介護人材不足の対応と地域包括ケアシステムの充実
● こども達のコロナ禍で傷ついた心のケアの充実
● 新たに創出された土地に、新たな中核病院の誘致
● がん撲滅、がん検診率の向上、予防、早期発見、緩和ケア等を推進
● 健康寿命の延伸、歯科口腔検診の受診率の向上、 高齢者

の足腰の筋トレ推奨、健康づくりポイント、等
● 高齢者外出促進、電動車椅子や地域交通の充実　等

健康・医療・福祉

● 児童虐待ゼロ、児童相談所機能の強化、児童福祉司の人
材確保、CCOチーフチルドレンオフィサー任命

● ヤングケアラーの実態調査と早期支援
● 地域療育センターが実施する地域支援の充実
● サードプレイスを整備し、こどもの居場所づくり
● こどもの体験格差をなくす(教育格差を防ぐ)
● 温かい中学校給食の実現(食缶方式)
● 教員のデジタルスキルの向上とGIGAスクール深化
● AI教育と探求的な学びで効率化と教員の働き方改革
● 学校施設・公共施設の老朽化した和式トイレゼロへ
● 小児医療費無償化など全国一律の国基準を要望　　等

子育て・教育

●家計を守る物価高騰等の経済対策・支援
● 緑区初のドッグラン新設、安全安心のペットライフ
● 横浜の農業を守り、また攻める農業を展開!スマート農法､

六次産業化等の新たな支援で、未来を拓く
● グリーンエキスポ2027(国際花博)の輸送対策を徹底し、

渋滞混雑による緑区住民への負荷を軽減
● 市内のあらゆる脱炭素化を推進し、2030年までに2013

年比CO2排出量60%削減を目指す
● 国産の太陽光、風力発電等の脱炭素、ドローン、デジタル等

の技術応援と共に、経済安全保障を深化
● 商店街支援、スタートアップ支援、空き家活用支援
● 都市計画道路の整備、山下長津田線の延伸等
● 緑区の街のバリアフリー、子育てバリアフリー化
● ドローンレベル4で、横浜の「空」の空間を活用し、生活や経

済に破壊的イノベーションを起こす　　等

環境・経済・まちづくり

● 妊産婦・乳幼児の災害時支援で、液体ミルクや非常用離乳
食等の備蓄、安心して避難できる体制の整備

● 総合的な火山噴火対策、火山灰対策の推進、啓発、処理、
保管、廃棄(埋め立て)等計画の策定

● 防災DXを進め、避難ナビ等の進化、人手不足解消
● 弾道ミサイル、戦争からの攻撃に備える自治体の安全保障

の深化、市内の堅牢な建物の地下施設との使用協定をよ
り結ぶ(現在、地下鉄33カ所協定済み)

● 新たなデジタル提言を示し世界一のDX都市へ　等

防災・減災・デジタル

● ｢横浜マラソン」を子ども達も参加可能にする
● 横浜で29年ぶりに誕生した関取、横浜市緑区出身「荒篤

山太郎」を応援し、国技相撲を奨励
● 野球、スケボー等､こども達が安全にスポーツを楽しめる環境整備
● 大人の健康寿命延伸のためにも、環境整備を進める、等

スポーツ振興

政策YX
Yo ko h a m a   X - fo r m a t i o n

●｢横浜市脱炭素社会の形成に関する条例」制定!
●「ごみ(むだ)を資源(富)にする」サーキュラーエコノミーの提

唱!横浜青年会議所でも取り組んでいます。 等

カーボンニュートラル 脱炭素経済

●防災DX 「避難ナビアプリ」を実現し、 現在約50万ダウンロー
ドされ普及しています。

●災害発生時の妊産婦乳幼児の支援の予算化
●火山灰の降灰対策として飲料水を守る浄水場の蓋掛けや濁水

防止の凝集剤の準備し、 緑区役所の防災備蓄倉庫に火山灰
対策グッズを備蓄　等

防災 ・ 減災 後悔ゼロの対策

●「横浜市のデジタル化に係る提言書」を作成しCIO (最高情報
責任者) に提言! 避難ナビ、消防団アプリ、行政手続きのオン
ライン化、行政のペーパーレス等、後の「横浜DX戦略」に繋がっ
ていきました。 等

デジタル変革 DX 戦略

●幼児教育・保育の無償化を実現!
●横浜市の中学校「昼食」の「給食化」を実現!
●病児保育室が25室に増、ただしコロナ禍で運営難が続く引き

続きの支援が必要　 等

子育て ・ 教育 切れ目ない支援

●よこはま自民党新型コロナウイルス対策委員として令和2年4
月に市民からいただいたご意見･ご要望300項目を取りまと
め、19項目からなる補正予算案に対する緊急要望を行い、横浜
市の緊急新型コロナウイルス対策として5,743億円規模の補
正予算を決定

●旧市民病院の宿泊療養施設としての活用
●市医師会と協力したPCR検査体制強化
●医療福祉教育施設へのマスクや消毒薬等の供給
●中小企業への無利子無担保貸し出しの横浜型融資メニューの実施
●商店街等に加盟店舗数×10万円、スタートアップ企業、小規

模事業者に10万円の一時交付金
●市民1人当たり1律10万円給付金支給(国からの特別定額給

付金) や、 児童手当受給世帯に児童1人あたり1万円の給金
を支給　 等

新型コロナウイルス対策 3 年間

●区役所のデジタル化、脱炭素化を進める
●緑区役所の平面駐車場の開放、緑区各所の狭あい道路の改

善､危険な砂利坂道の舗装工事中の公園の暫定利用等、歩道
のバリアフリー化、除雪、破損して放置されていた公園の遊具
を改修!等

地域要望の実現緑区の改革

●市営住宅条例改正で共益費の新たな徴収方法を実現!　　　　
また、市営住宅の約4割の空き駐車場の一部を予約制駐車場
として有効活用し現在利用者増!　等

新たなモデル市営住宅の改革

●市街化調整区域において、直売所と加工所を一体的に整備す
る横浜市初の取組を支援し、六次産業化のモデルを示した

魅力創出横浜の都市農業

これからの政策

あなたと創る、新たな横浜！


